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由良川流域の古墳時代集落跡概観

西 岸 秀 文

は じ め に

昭和59・ 60年度の 2か年にわたり,綾部市で味方遺跡の発掘調査が行なわれ,筆者も60

年度の調査を担当した。調査の結果,味方遺跡は縄文時代にさかのぼる複合集落遺跡であ

第 1図  由良川流域の古墳時代後期集落遺跡分布図 (1/200,000)

1.志高遺跡  2。 桑飼下遺跡  3.三河宮の下遺跡  4。 高川原遺跡  5.石本遺跡
6。 青野遺跡  7.久田山遺跡  8.綾中遺跡    9。 青野南遺跡 10。 味方遺跡

11。 ケシケ遺跡 12。 奥谷西遺跡 13。 洞楽寺遺跡
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ることがわかった他,数多 くの知見を得ることができた。そのうち,古墳時代後期と位置

づけられる3基の住居跡に筆者は最も関心をもった。 3基のうち2基は,いわゆる「青野

型住居跡」の一類型に相当する。それぞれ一辺が6。 4m・ 8mと ,現在まで京都府北部で報

告されている住居跡では大型の部類に属する。特に一辺 8mを もつ住居跡は,全容を検出

しえた住居跡では最大の規模である。一方,も う1基の住居跡は攪乱のために全容は把握

しえなかったものの, 検出しえた一辺はわずか3.4mと 小規模である。 先の 2基の住居跡

と比較すると,床面積で 4分の 1以下になる。また,先の 2基の住居跡が立派な造り付け

のカマ ドをもつのに対 して,一部に焼土塊をもつのみである。それでは,こ の差異の生ま

れる要因は何であるのか,こ うした違いは味方遺跡に限る特殊なことなのか,あ るいは,

地域 0時代などを考えてみたとき,一つの傾向としてとらえることができるものなのか。

そこで,現在まで調査報告されている遺跡について,整理 し若干の検討を加えてみたい。

本稿では,時期は古墳時代後期を中心に,地域は由良川流域に限定 したい。古墳時代に

限 らず集落跡は,ほ とんどの場合,縄文時代・弥生時代あるいはその他の時期と重複する

複合遺跡として検出される。それは,いつの時代もその地点が集落を営むのに適 していた

からに他ならない。また,当 時の生活を考える上で重要な要素として水の問題がある。交

通手段の乏 しかった時代に,河川のもった役割は非常に大きい。その観点からも,文化圏

を考えるに一つの水系をもってするのは有効な手段となりうるものである。由良川は,京

都府・福井県・滋賀県の接する三国岳の南裾を源とする,丹後・丹波地域では最大の河川

である。川は美山町・和知町・綾部市東部を西に流れ綾部盆地に入り,さ らに西に向かい

福知山盆地に入る。そこで流れを北に変えて北西に向かい,大江町・舞鶴市を経て日本海

に至る。流域の調査報告されている遺跡を上流から列記すると,舞鶴市の志高遺跡・桑飼

下遺跡,大江町の三河宮の下遺跡・高川原遺跡,福知山市の石本遺跡,綾部市の青野遺跡

・青野西遺跡・青野南遺跡・綾中遺跡・久田山遺跡・味方遺跡がある。さらに,福知山市

に,支流の土師川水系に,ケ シケ谷遺跡・奥谷西遺跡・洞楽寺遺跡がある。以上の多 くの

遺跡は古墳時代後期の竪穴式住居跡を検出している。それで,竪穴式住居跡の規模 0形態

等を手がかりとして,複数の住居跡を検出している遺跡について概観 してゆきたい。

各遺跡の概要

1.志高遺跡

縄文時代前期から近世に至るまでの複合集落遺跡で,昭和55年度から調査主体を変えな

がらも継続 して調査が行なわれている。遺構図に出しているのは昭和60年度の調査による

ものである。古墳時代後期の竪穴式住居跡の配置図 しか示 していないが,その上層には奈
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4。 三河宮の下遺跡

第 2図  各 遺 跡 遺 構 図 (1)
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6。 青 野 遺 跡 (A地点)

5。 味 方 遺 跡

8。 綾 中 遺 跡
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9.青 野 南 遺 跡             7。 青野遺跡 (第 6次 )

第 3図  各 遺 跡 遺 構 図 (2)
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良・ 平安時代の掘立柱建物跡群が,下層には弥生時代中期の円形竪穴式住居跡群が検出さ

れている。古墳時代後期の竪穴式住居跡は, 計10基検出されており, 一辺3.5～ 6mの規

模をもつ。住居跡の分散状況より,中央の住居跡群が一つの単位集団かと考えられる。そ

こでは,数回にわたる建て替えもみられ,古墳時代後期に連続的に集落が営まれたとみら

れる。また,北東の住居跡は他のものよりも大型であることが目立つ。

2.奥谷西遺跡

弥生時代中期から中世にかけての遺構を検出する複合遺跡である。弥生時代中期・弥生

時代後期～古墳時代初頭 0古墳時代後期と3時期の住居跡が検出されている。うち,古墳

時代後期の住居跡は 4基が検出され, 6世紀の初頭に位置づけられている。カマ ドの報告

されているものは, 4基中 2基であり, 1基 は長さが160Cmと 非常に長いものであった。

規模は一辺4。 5～ 6mと ほぼ似通っているのが特徴である。

3.石本遺跡

弥生時代中期から奈良 0平安時代にかけての遺構を検出する複合遺跡である。古墳時代

と考えられる住居跡は 2地区に分かれ,計15基検出されている。出土遺物,あ るいは数回

に及ぶ建て替えが行なわれていることなどから, 6世紀後半から7世紀に至るまで継続 し

て集落が営まれたと推測できる。遺構図の左下に示 した トレンチでは 4回の建て替えが行

なわれている。そこでは最後に建てられた住居跡の規模が一辺約 6mと ,そ れまでのもの

に比べて非常に大型化 していることが注目できよう。また,最後に建てられたことにより

6世紀末～ 7世紀初頭のものと推察できる。

4.三河宮の下遺跡

検出された遺構の多 くは縄文時代であり,出土遺物も縄文土器が多 くを占める。 しかし,

竪穴式住居跡の床面の出土遺物により, 7基の住居跡が古墳時代後期のものと考えられる。

出土遺物は少なく詳 しい時期決定はされていないが,住居跡が建て替えられていることよ

り後期に継続 して営まれていると推測できる。うち,カ マ ドの存在が確認できるのは 3基

できないのは 1基 ,あ とは不明である。ここでは,北東の住居跡が 1基だけ突出した規模

をもっている。

5.味方遺跡

由良川はこれより上流域では山間部に入り,大規模な集落を形成できるのは当遺跡が最

上流に位置する。ここでは,弥生時代中期から奈良時代までの遺構を検出している。古墳

時代の住居跡は 3基あり,う ち2基は大型で「青野型住居跡」の形態をとる。もう1基は

先の 2基 に比べて極端に小型でカマ ドも確認できない。出土遺物より, 7世紀前半を中心

とする「青野型住居跡」が最もさかんに作 られた時期よりわずかに先行すると考えられる。
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住居跡の他,同時期の布掘り状の掘立柱建物跡もあり,付随する倉庫の可能性が考えられ

る。                 _

6。 青野遺跡 (A地点)

青野遺跡は現在まで 9次 にわたる調査が行なわれており,弥生時代以後の複合集落遺跡

であることがわかっている。A地点の調査は青野 1次の調査にあたり,合計で13基 の古墳

時代の住居跡が報告されている。 うち,「青野型住居跡」の形態をとるのは 4基検出され

ている。時期決定には若千の問題点があり確実にはなしえていない。ただ,A地点以後の

青野遺跡の調査成果を考えると,「青野型住居跡」は 7世紀前半を中心とするもので, A

地点の住居跡もほぼ同時期のものであろう。そして,そ れ以外の小型の住居跡は古墳時代

中期から後期にかけて,つまり,「青野型住居跡」出現以前のものと考えられる。「青野型

住居跡」出現以前の住居跡の規模は,一辺が 4m前後とほぼ同程度であったのに対 して ,

「青野型住居跡」では一辺が3.5～ 7mと大きな差がでていることに注目できよう。

7。 青野遺跡 (第 6次)      」

青野A地点から道路を隔てた東側の調査で,同一の集落の一部かと考えられる。出土遺

物の検討,あ るいは 4回 に及ぶ建て替えが行なわれていることにより,青野A地点と重な

り合う時期と考えられる住居跡が検出されている。うち, 2基は「青野型住居跡」で,そ

の中の 1基 はこの調査区域内では突出した規模をもつ。

8。 綾中遺跡

検出された遺構は,ち ょうど竪穴式住居から掘立柱住居へと移行する時期のものであり,

当地域の住居形態の移り変わりを示す重要な遺跡である。時期は出土遺物等により, 7世

紀前半と考えられる。ここでは,調査地中央で検出された竪穴式住居跡・掘立柱建物跡か

らなる一群が,その両側にある住居跡群より大規模であることに注目できる。さらに,そ

の南側には倉庫であったと推測できる掘立柱建物跡 2棟があり,中央の住居跡群に付属 し

ていた可能性 も考えられる。これらの遺構を一つの単位集団として考えると,中央の住居

跡群を作った一員が,他のグループよりも優位にたっていたと考えることも可能である。

また,中央のグループの最大規模の住居跡が「青野型住居跡」でないことも,こ のグルー

プの特殊性を示 しているかもしれない。

9.青野南遺跡

出土遺物等より, 7世紀前半から中葉と考えられる竪穴式住居跡を合計で10基検出して

いる。この地点は同時に掘立柱建物跡群が検出されていることからもわかるように,竪穴

式住居から掘立柱住居への移行期と考えられる。掘立柱建物跡の規模・形態等は,周辺地

域にはみられない大きさである。これは,こ の地点の集落が周辺地域での中心的な性格を
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もっていたことを示 しており,何鹿郡街跡と推察されている。ここでは,推定規模ながら

一辺が約10mと 突出した規模の住居跡が検出されている。規模の他にも,青野型でないカ

マ ドの設置法・径 1。 2mと 非常に大きい北東の柱穴 0壁 に沿って垂直方向に約 2m間隔に

掘 られている柱穴等,他の住居跡にはみられない特徴をもつ。この住居跡は,あ る意味で

掘立柱建物跡群に連続するものかもしれない。

ま と め

これまで, 9か所の遺跡について概観 してきた。竪穴式住居跡の規模を中心にみてきた

わけであるが,第 4図 はそれらの資料をベースにしてグラフ化を試みたものである。グラ

フは住居跡の面積を横軸に,年代を縦軸にとって,その相関関係を示 している。面積は両

辺の長さがわかっているものは縦×横で,一辺のみわかるものは単純にその辺を 2乗 して

算出し,規模不明のものは対象から外 した。また,年代は報告されている史料をもとに筆

者が推定 した。この位置づけはあくまで仮定であり,今後さらに詳 しく再検討する必要を

含む問題である。グラフから第一に考えられることは,年代が下るに連れて住居跡の規模

が分散化 していくことである。全般に大型化するのではなくて小型・ 中型のものも共にそ

のまま残ると言う方が妥当であろう。試案として,こ れらを I期・ Ⅱ期・ Ⅲ期の 3期 に段
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階的に分けて考えてみたい。それぞれの特徴は以下のとおりである。

I期 :志高 0奥谷西・石本 |三河宮の下 。青野(A地点)

奥谷西を除いて,数回の建て替えが行なわれており, I期 はその前半の段階を指

す。また,青野(A地点)で は「青野型住居跡」に移る以前の段階のものである6

この時期の特徴は,住居跡の規模に大差がなく,一辺 4m前後のものが多数を占

めることである。 5世紀中頃から6世紀後半にあたる。

Ⅱ期 :志高・石本 0三河宮の下・青野 (A地点)・ 青野(6次)0味方

味方を除いて,数回の建て替えが行なわれており,Ⅱ 期はその後半の段階にあた

る。また,青野(A地点)で は,「青野型住居跡」の段階を指す。 この時期の特徴

は,住居跡の規模に大きなばらつきがみられるようになることである。全体的に

大型化するのではなくて,分散化すると考えるのが妥当である。この時期は,綾

部市域では「青野型住居跡」が出現 し始めた時期である。 6世紀末から7世紀初

頭にあたる。

Ⅲ期 :綾中・青野南

綾部地域で住居跡が竪穴式から掘立柱に移る過渡期である。「青野型住居跡」がさ

かんに作 られ,住居跡の規模はⅡ期と同様に分散化 している。さらに,そ れまで

の住居跡と性格を異にすると考えられる大型の住居跡もみられる。 7世紀前半か

ら中葉にあたる。

以上のように,Ⅱ 期を境にして住居の規模に大きな差異がみられるようになって くるこ

とがわかる。さらにⅢ期に至っては,青野南遺跡の大型住居跡にみられるとおり,その構

造にも変化が現れてくる。住居跡の変化より考えられるのは,こ の時期が由良川流域の社

会に大きな転換点となっていることである。Ⅱ期で住居跡群を構成する単位集団内と身分

的格差が住居跡の規模に現れ,Ⅲ期に至ってはさらにその傾向が顕著になっていくことが

推察できる。それまであった世帯共同体が,単位集団内に身分的格差をもった家父長制的

世帯共同体へ移行 してゆく過程の中でとらえることができようか。綾部地域に限ると,青

野南の大型の掘立柱建物跡群が,何鹿郡衝に相当する地方官衛的な建物跡とするなら,周

辺地域が青野南を中心とした政治権力の支配領域の範囲内に組み込まれていたことも想定

でき,そ の点からの考察も必要である。また,古墳時代後期はさかんに群集墳が作 られる

時代でもあり,こ の時期が大きな社会的な変換期にあることが想像でき住居跡の形態の変

化と関連づける必要もあり,こ の点からの考察も当時の社会的様相を知るのに有効な手が

かりとなろう。

現在の発掘調査の実状からは,集落跡の全容を知るのは非常に困難である。ゆえに,近
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隣地域の同様の性格をもつ考古資料をまとめて考えてみることも,研究の有効な手段 とな

ろう。本稿では理論的な検証作業は行えず,見通 しを述べたに過ぎない。今後,考古資料

0文献史料合わせて多面的に論及 してゆく作業が必要であり,重要となるであろう。

(西岸秀文 =当 センター調査課調査員)

注 1 青野型住居 竪穴式住居の一角を掘削段階から掘り残して造り付けのカヤドを設置する住

居跡が綾部市内で数多く検出された。中村孝行氏は,「青野遺跡第 5次発掘調査概報」で,

それまでその形状から「カマドを置く一辺の半分が蹴込まれた形」とか「扁平な『 L』 字

形」と形容された住居跡の名称を,「青野型住居跡」と統一された。本稿でもそのまま青

野型住居の名称を統一して用いてゆきたい。
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吉岡博之『志高遺跡―昭和58年度カキ安・舟戸地区の調査概要―』(舞鶴市文化財報告 第7集

舞鶴市教育委員会)1984
岩松 保「志高遺跡」(『京都府埋蔵文化財情報』 第16号 (財 )京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター)1985
山下 正・肥後弘幸『志高遺跡』(京埋セ現地説明会資料 No.86-01(財 )京都府埋蔵文化財

調査研究センター)1986
2。 桑飼下遺跡

渡辺 誠編『桑飼下遺跡発掘調査報告書』舞鶴市教育委員会 1975

3.三河宮の下遺跡

竹原一彦「三河宮の下遺跡発掘調査概要」(『埋蔵文化財発掘調査概報(1981-2)』 京都府教育委

員会)1981

竹原一彦「三河宮の下遺跡発掘調査概要」 (『京都府遺跡調査概報』第 2冊 (財 )京都府埋蔵文

化財調査研究センター)1982
4。 高川原遺跡

中谷雅治ほか「高川原遺跡発掘調査報告書」 (『大江町文化財調査報告』第 1集 大江町教育委

員会)1975
5。 石本遺跡

辻本和美「福知山市石本遺跡の調査」 (『京都府埋蔵文化財情報』第14号 (財 )京都府埋蔵文化

財調査研究センタニ)1984
6.青野遺跡

山下潔己・川端二三二郎・中村孝行・鈴木忠司・繹 龍雄「青野遺跡A地点発掘調査報告書」

(『綾部市文化財調査報告』第 2集 青野遺跡調査報告書刊行会)1976

増田信武・中谷雅治ほか「青野遺跡第 2次発掘調査概報」 (『綾部市文化財調査報告』第 3集

綾部市教育委員会)1977
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増田信武 0中谷雅治ほか「青野遺跡第 3次発掘調査概報」 (『綾部市文化財調査報告』第 4集

綾部市教育委員会)1978
中村孝行「青野遺跡第 4次発掘調査概報」 (『綾部市文化財調査報告』第 8集 綾部市教育委員

会)1981
中村孝行「青野遺跡第 5次発掘調査概報」 (『綾部市文化財調査報告』第 9集 綾部市教育委員

会)1982
辻本和美・増田孝彦・小山雅人「青野遺跡第607次発掘調査概要」 (『京都府遺跡調査概報』

第 6冊  (財 )京都府埋蔵文化財調査研究センター)1983
小山雅人「青野遺跡第 8次」 (『京都府埋蔵文化財情報』第 6号  (財 )京都府埋蔵文化財調査研

究センター)1982
三好博喜「青野遺跡第 9次」 (『京都府埋蔵文化財情報』第16号 (財 )京都府埋蔵文化財調査研

究センター)1985
中村孝行「青野・綾中地区遺跡群の調査」 (『京都府埋蔵文化財情報』第 3号  (財 )京都府埋蔵

文化財調査研究センター)1982
小山雅人「青野西遺跡の発掘調査について」 (『京都府埋蔵文化財情報』第 9号  (財 )京都府埋

蔵文化財調査研究センター)1983
7.久田山遺跡

大槻真純「久田山一久田山遺跡・久田山南遺跡発掘調査報告書」 (『綾部市文化財調査報告』第

5集 綾部市教育委員会)1979
8.綾中遺跡

中村孝行「綾中遺跡発掘調査概報」(『綾部市文化財調査報告』第 9集 綾部市教育委員会)1982
9.青野南遺跡

中村孝行「青野南遺跡発掘調査概報」 (『綾部市文化財調査報告』第 9集 綾部市教育委員会)

1982

中村孝行「青野南遺跡第 3次・第 4次発掘調査概報」 (『綾部市文化財調査報告』第10集 綾部

市教育委員会)1983
10 味方遺跡

辻本和美「味方遺跡」 (『京都府埋蔵文化財情報』第15号 (財 )京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター)1985
11。 ケシケ谷遺跡

岩松 保・藤原敏晃「近畿自動車道舞鶴線関係遺跡(3)ケ シケ谷遺跡」 (『京都府遺跡調査概報』

第10冊 (財 )京都府埋蔵文化財調査研究センタT)1984
12.奥谷西遺跡

藤原敏晃「奥谷西遺跡」 (『京都府埋蔵文化財情報』第15号 (財 )京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター)1985
13。 洞楽寺遺跡

岩松 保「近畿自動車道舞鶴線関係遺跡(1)洞楽寺遺跡」 (『京都府遺跡調査概報』第10冊  (財 )

京都府埋蔵文化財調査研究センター)1984
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